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　佐渡市立図書館・図書室は、4月1日から名称および開館時間・休館日が変わりました。
金井図書館が中央図書館となり、その他の図書館・図書室と連携して、市内のすべての地域でさらに充実した
サービスを提供していきます。みなさまのご利用をお待ちしております。

名　称 所在地 電話番号 開館時間 休館日

佐 渡 市 立 中 央 図 書 館
（旧　佐渡市立金井図書館）

佐 渡 市 立 両 津 図 書 館

佐 渡 市 立 さ わ た 図 書 館

佐 渡 市 立 真 野 図 書 館

佐 渡 市 立 小 木 図 書 館

佐 渡 市 立 相 川 図 書 室

佐 渡 市 立 新 穂 図 書 室

佐 渡 市 立 畑 野 図 書 室

佐 渡 市 立 羽 茂 図 書 室

佐 渡 市 立 赤 泊 図 書 室

千種177番地1

梅津2314番地1

河原田本町394番地

吉岡920番地1

小木町1946番地6

相川栄町1番地

新穂瓜生屋501番地

畑野甲65番地1

羽茂本郷617番地

赤泊2458番地

63－2800

27－4181

57－2711

55－2223

86－3841

74－2332

22－2075

66－3889

88－2230

87－3141

月曜、祝日、

年末年始、

特別整理期間

土・日曜、祝日、

年末年始、

特別整理期間

図書館（中央・両津・さわた・真野・小木） 図書室（相川・新穂・畑野・羽茂・赤泊）

　このパソコンは、タッチパネル方式で操作手順に従って、「書名」「著者名」
「キーワード」（内容）を入力すると市内の図書館・図書室のすべての蔵書
を探すことができます。
　また、希望の本が貸し出し中の場合、ご自分で予約をすることができます。

　予約をする場合は、利用者カード登録時にパスワードをご記入ください。

☆今まで金井図書館・真野図書館・小木図書館・佐和田図書館の利用者カードをお持ちの方も新たに利用者登録
　申込書に記入してください。確認のために今までのカードをお持ちくださると手続きが早くなります。
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▲現在の戸地第一発電所跡

蜷
稼
動
し
て
い
た
こ
ろ
の
戸
地
第
一
発
電
所

　
旧
相
川
の
市
街
地
か
ら
、
県
道
45
号
線

を
約
13
㎞
北
に
戸
地
地
区
が
あ
り
ま
す
。

戸
地
川
を
２
〜
３
キ
ロ
上
流
に
向
か
う
と
、

左
岸
に
当
時
の
構
造
部
の
基
礎
が
確
認
で

き
ま
す
。
佐
渡
鉱
山
は
、
自
家
用
電
気
を

必
要
と
す
る
も
、
鉱
山
付
近
に
は
豊
富
な

水
量
を
得
る
川
が
無
い
た
め
、
明
治
45
年

（
１
９
１
２
）
３
月
戸
地
水
力
発
電
所
の

工
事
許
可
を
得
て
着
工
し
ま
す
。
４
年
間

に
わ
た
る
工
事
で
は
、
大
正
２
年
（
１
９

１
３
）
変
電
所
の
上
屋
、
社
宅
、
坑
夫
長

屋
等
の
建
造
が
完
成
し
ま
す
。　

平
行
し
て

行
わ
れ
た
、

水
源
地
に
お

け
る
水
路
の

開
削
、
鉄
管

の
敷
設
、
地

土
石
の
切
り

取
り
、
発
電

所
お
よ
び
社

宅
地
形
の
埋

立
て
、
電
柱
の
建
立
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
工
事
の
完
成
は
大
正
４
年
（
１
９
１
５
）

で
、
４
か
年
に
わ
た
る
大
工
事
は
24
万
円

も
の
経
費
を
費
や
し
ま
し
た
。
水
路
延
長

２
万
６
０
０
尺
（
６
２
４
２
・
４
ｍ
）
、

鉄
管
１
５
０
０
尺
（
４
５
４
・
５
ｍ
）
、

ス
イ
ス
製
７
０
０
馬
力
「
イ
ン
パ
ル
ス
・

タ
ー
ビ
ン
」
２
台
、
６
０
０
ｋ
Ｖ
Ａ
発
電

機
２
台
お
よ
び
備
品
を
備
え
、
電
柱
２
９

０
本
を
用
い
て
、
戸
地
か
ら
相
川
ま
で
の

２
里
33
町
（
約
９
・
15
㎞
）
あ
ま
り
の
距

離
を
電
線
で
つ
な
ぎ
送
電
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
完
成
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
使
わ
れ
た

火
力
発
電
所
を
９
月
に
休
し
、
ポ
ン
プ
巻

揚
げ
な
ど
を
電
力
で
賄
い
ま
し
た
が
、
な

お
余
裕
が
あ
っ
た
た
め
、
暖
水
・
暖
室
器

を
作
り
、
薪
炭
の
節
約
を
試
み
ま
し
た
。

10
月
３
日
に
行
わ
れ
た
落
成
式
に
は
２
０

０
人
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
島
内
諸
村

か
ら
の
見
物
人
は
１
０
０
０
人
余
り
と
報

道
さ
れ
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
、
現
在
は
建
物
も
す
べ
て

解
体
さ
れ
、
機
械
類
も
撤
去
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
樹
木
や
草
木
に
覆
わ
れ
た
中

に
、
当
時
の
建
物
の
概
要
を
知
る
こ
と
の

で
き
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
基
礎
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物
に
関
し

て
は
、
古
写
真
が
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
建
物
は
入
母
屋
造
と
し
、
北
面

に
出
入
り
口
を
設
け
た
妻
入
形
式
で
、
西

面
に
は
下
屋
を
接
続
さ
せ
て
い
ま
す
。
内

部
は
竪
板
張
り
の
腰
壁
を
設
け
て
い
ま
す
。

出
入
口
、
窓
は
内
法
上
に
ア
ー
チ
の
小
窓

を
設
け
た
形
状
と
し
、
桟
の
状
況
か
ら
上

げ
下
げ
窓
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
ま
す
。

な
お
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
現

地
調
査
で
は
、
上
げ
下
げ
窓
の
分
銅
、
滑

車
が
廃
棄
さ
れ
て
い
た
の
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
基
礎
実
測
寸
法
に
よ

れ
ば
、
規
模
は
梁
間
６
間
、
桁
行
８
間
半

と
し
て
、
西
面
下
屋
は
幅
３
間
で
１
間
半

を
張
り
出
し
て
い
ま
す
。
建
物
同
様
、
機

械
類
も
撤
去
さ
れ
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

南
東
部
に
は
水
力
発
電
機
の
機
械
基
礎
が

残
存
し
て
お
り
、
文
献
と
同
じ
２
機
分
が

確
認
で
き
ま
す
。

　
戸
地
第
一
発
電
所
は
、
鉱
山
付
近
だ
け

で
は
十
分
に
得
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

発
電
量
を
補
足
す
る
施
設
と
し
て
、
大
規

模
工
事
の
末
に
遠
距
離
に
建
築
さ
れ
ま
し

た
。
水
量
を
確
保
す
る
た
め
に
大
き
な
木

で
作
ら
れ
た
水
路
が
、
発
電
所
上
方
か
ら

尾
根
づ
た
い
に
上
流
に
向
か
っ
て
長
く
延

び
て
い
ま
す
。
尾
根
の
少
し
低
く
な
っ
た

場
所
か
ら
水
路
は
二
つ
に
分
か
れ
て
、
本

流
と
支
流
に
取
水
し
て
い
ま
す
。
合
流
地

に
は
、
水
路
の
補
修
の
た
め
の
作
業
小
屋

が
建
っ
て
い
た
場
所
も
確
認
で
き
ま
す
。

建
物
や
機
械
類
が
既
に
解
体
・
撤
去
さ
れ

た
こ
と
は
悔
や
ま
れ
ま
す
が
、
鉱
山
付
近

だ
け
で
は
電
気
量
が
不
足
す
る
ほ
ど
急
速

な
発
達
を
遂
げ
た
歴
史
を
現
在
に
伝
え
る

貴
重
な
施
設
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
県
道
か

ら
は
細
い
山
道
に
な
り
舗
装
も
し
て
な
い

道
路
で
す
が
、
軽
自
動
車
や
軽
ト
ラ
ッ
ク

な
ら
現
地
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
度
は
足
を
運
ん
で
み
た
い
遺
跡
で
す
。

　
佐
渡
金
銀
山
室
　
蕁
27
―
４
１
７
０

※
４
月
か
ら
事
務
所
が
両
津
に
移
り
ま
し
た
。

た
て

は
り
ま

け
た
ゆ
き
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能
の
盛

ん
な
佐
渡

に
脈
々
と

そ
の
芸
能

を
伝
え
る

鷺
流
狂
言
。

今
日
、
佐

渡
に
は
鷺

流
宗
家
の

芸
が
、
ま

た
山
口
市

に
は
分
家

伝
右
衛
門
派
の
芸
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
鷺
流
狂
言
を
保
存
す
る
た
め
、

昭
和
56
年
４
月
「
鷺
流
狂
言
研
究
会
」

を
組
織
し
、
伝
承
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
公
民
館
講
座
を
通
し
て
、

こ
の
伝
統
芸
能
を
基
礎
か
ら
学
習
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

練
習
日
　
毎
週
月
曜
　
午
後
７
時
〜
10
時

会
　
場
　
真
野
ふ
る
さ
と
会
館

対
　
象
　
市
民
（
中
学
生
以
上
）

テ
キ
ス
ト
代
　
1
0
0
0
円

問
い
合
わ
せ
先
　
真
野
地
区
公
民
館

　
蕁
55
―
2
1
7
9

　
「
お
け
さ
ぶ
し
」
の
初
め
て
の
全
国

大
会
が
３
月
12
日（
日
）、あ
い
か
わ
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
お

け
さ
ぶ
し
」
は
平
成
16
年
度
に
新
潟
市

と
佐
渡
市
と
聖
籠
町
と
が
協
同
で
制
作

し
た
新
し
い
お
け
さ
の
曲
。
こ
の
「
お

け
さ
ぶ
し
」
の
周
知
普
及
と
地
域
の
文

化
的
な
活
性
化
を
願
っ
て
開
催
さ
れ
た
「
お

け
さ
ぶ
し
全
国
大
会
」
は
、
参
加
が
４

チ
ー
ム
に
飛
び
入
り
参
加
が
１
チ
ー
ム
と
、

小
規
模
な
も
の
で
し
た
が
、
参
加
者
は

嗜
好
を
こ
ら
し
た
衣
装
を
ま
と
い
、
元

気
い
っ
ぱ
い
に
踊
り
ま
し
た
。

　
優
勝
は
「
よ
さ
こ
い
翔
舞
・
黄
（
し

ょ
う
ぶ
・
こ
が
ね
）」
で
、
参
加
チ
ー
ム
の

中
で
も
特
に
表
情
が
明
る
く
、
踊
り
も

綺
麗
に
そ
ろ

っ
て
い
て
、

み
ご
と
栄
冠

を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。
見

て
い
た
お
客

さ
ん
か
ら
は

「
こ
ん
な
い

い
踊
り
が
あ

る
と
は
知
ら

な
か
っ
た
。

今
度
は
自
分
も
踊
っ
て
み
た
い
」
「
同

じ
振
り
付
け
な
の
に
い
ろ
い
ろ
な
表
現

が
あ
っ
て
楽
し
い
」
な
ど
の
声
が
あ
が
り
、

盛
況
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。
（
写

真
は
準
優
勝
「
四
魂
」
。
）

　
な
お
、
平
成
18
年
度
も
お
け
さ
ぶ
し

普
及
委
員
会
で
は
、
講
師
を
無
料
で
派

遣
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
踊
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

　
お
け
さ
ぶ
し
普
及
委
員
会
　
連
絡
窓
口

　
教
育
委
員
会
相
川
事
務
所

　
蕁
74
―
2
3
3
2

　
３
月
12
日（
日
）、
赤
泊
総
合
文
化
会

館
を
会
場
に
「
第
27
回
赤
泊
地
区
芸
能

発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

芸
能
発
表
会
は
、
地
区
内
で
活
動
し
て

い
る
様
々
な
団
体
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ

の
学
習
成
果
を
発
表
す
る
機
会
と
し
て

毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
今
年
は
18
団
体
の
皆
さ
ん
が
舞

踊
や
大
正
琴
、
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
32
の

演
目
を
ご
披
露
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
特
に
公
民
館
講
座
と
し
て
活
動
し
て

き
た
小
学
生
に
よ
る
和
太
鼓
「
ど
ん
ど

こ
サ
ー
ク
ル
」
の
発
表
や
、
残
念
な
が

ら
18
年
度
で
閉
校
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
新
潟
県
代
表
と
し
て
全
国
高
等

学
校
文
化
祭
の
郷
土
芸
能
部
門
に
13
年

連
続
出
場
を
決
め
て
い
る
赤
泊
分
校
郷

土
芸
能
ク
ラ
ブ
の
発
表
に
は
、
一
段
と

大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。



　
３
月
21
日（
火
）午
後
７
時
か
ら
赤
泊

総
合
文
化
会
館
を
会
場
に
「
第
20
回
赤

泊
流
む
ら
づ
く
り
会
議
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
地
域
住
民
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
事
例
発
表
等
を
通
じ
、

毎
年
様
々
な
生
活
課
題
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
る
機
会
と
し
て
開
催
さ
れ
て
き

た
も
の
で
、
今
回
は
「
運
動
」
と
「
食
事
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
『
健
康
』
に
つ
い
て

学
ぶ
た
め
、
か
つ
て
全
日
本
女
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
中
心
選
手
と
し
て
、

ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
に
出
場
経
験
を
持
ち
、
現
在
で
は

分
子
整
合
医
学
を
ベ
ー
ス
に
栄
養
療
法

で
病
気
の
改
善
や
健
康
維
持
を
お
手
伝

い
す
る
「
ヘ
ル
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

と
し
て
活
躍
中
の
杉
山
明
美
さ
ん
を
講

師
に
お
迎
え
し
て
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
杉
山
さ
ん
は
、
自
身
が
現
役
時
代
に

貧
血
に
苦
し
ん
だ
経
験
を
基
に
、
標
準

的
な
血
液
検
査
だ
け
で
は
見
つ
か
ら
な

い
貧
血
に
つ
い
て
や
、
低
血
糖
症
に
お

け
る
症
例
や
食
生
活
の
重
要
性
に
つ
い

て
講
演
さ
れ
「
発
病
す
る
前
に
必
ず
体

が
出
す
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
！

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
清
涼
飲
料
水
等

の
過
剰
な
摂
取
に
は
親
と
し
て
特
に
注

意
を
！
」
と
健
康
管
理
に
警
鐘
を
促
さ
れ
、

講
演
会
に
訪
れ
た
方
々
は
熱
心
に
メ
モ

を
取
っ
て
い
ま
し
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選手募集開始！　大会を支えてくださるボランティアも随時募集!!

　みなさまの心温まるご支援・ご協力をお待ちしております。
開催日　・9月3日（日）  6：00～21：30
　　　　　【2006佐渡国際トライアスロン大会／第10回日本ロングディスタンストライアスロン選手権佐渡大会】
　　　　・9月2日（土）10：40～12：00
　　　　　【第5回佐渡ちびっこ・ジュニアトライアスロン大会】
競技内容

募集人員　◇佐渡国際Ａ　740人　◇佐渡国際Ｂ　700人　◇佐渡国際Ｒ　210人（70チーム）
　　　　　□日本選手権　50人
　　　　　◆ちびっこ◆キッズ◆ジュニア　150人
選手申込期限　6月30日（金）【必着】
問い合わせ先　佐渡国際トライアスロン大会事務局（アミューズメント佐渡2階）
　　　　　　　蕁 52－3800　FAX 52－2335　薔 0120－302142
　　　　　　　ホームページ　http://www.sado.gr.jp
　　　　　　　mail to：trisado@sado.gr.jp

カテゴリー
◇佐渡国際Ａ 3.8襭 190.0襭 42.2襭 236.0襭
◇佐渡国際Ｂ
◇佐渡国際Ｒ（リレータイプ）

2.0襭 105.0襭 20.0襭 127.0襭

◆ちびっこ（小学1年～3年生） 25ｍ 1,500ｍ 600ｍ 2,125ｍ
◆キッズ　（小学4年～6年生） 50ｍ 3,000ｍ 1,200ｍ 4,250ｍ
◆ジュニア（中学生） 200ｍ 4,500ｍ 1,800ｍ 6,500ｍ

■スイム ■バイク ■ラ　ン ■トータル

※佐渡国際Ｒタイプ（リレータイプ）は一人一種目の3人1チームで行う。
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